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人 口 調 べ

( 昭和51年2月1日現在)

世 帯　199, 332

男　311, 249

女　303, 299

計　614, 548

( 前月より335人増)

5
1年
度
予
算
案
ま
と
ま
る

苦
し
い
台
所
の
中
で
の

や
り
く
り
型
予
算

こ
の
た
び
、
昭
和
五
十
一
年
度
足
立
区
予
算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
予
算
案
は
、

区
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
大
き
く
関
係
す
る
も
の
で
す
。
い
ま
開
催
さ
れ
て
い
る
区
議
会

で
み
な
さ
ん
の
代
表
が
審
瞶
し
て
い
る
予
算
案
勞
紹
介
し
ま
し
ょ
う

。

ふ
え
る
行
政
需要

と
財
源
不
足

最
近
に
お
け
る
経
済
情
勢
の
悪
化

は

、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
運

営
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
大
都
市
で
の
財
政
難
は
深

刻
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
国
や

都
か
ら
の
支
出
金
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
足
立
区
に
と
っ
て
極
め
て
巌
し
い

情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
な
ど
の
義

黔
的
経
費
は
増
加
す
る
一
方
な
の
に
、

歳
入
全
体
の
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、
新

規
事
業
や
投
資
的
事
業
に
振
り
わ
け
る

財
源
は
ほ
と
ん
ど
見
込
め
な
い
状
況
で

す
。し

か
し
、
長
期
化
し
た
不

況
の
波

は
、
区
民
生
活
に
大
き
く
彫
響
し
て
お

り
、こ
れ
を
最
少
限
に
く
い
と
め
、き
め

こ
ま
か
に
対
応
で
き
る
行
政
体
づ
く
り

と
財
政
運
営
が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

変
化
し
増
大
す
る
行
政
需
要
と
長
期

化
す
る
財
源
不
足
、
こ
れ
が
昭
和
五
十

一
年
度
予
算
の
大
き
な
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
従
来
行
な
わ
れ
て
い
る

事
務
事
業
の
見
直
し
を
実
施
し
、
区
民

生
活
の
身
近
か
な
問
題
を
最
優
先
す
る

た
め

、
事
業
の
選
別
を
行
な
い
「
や
り

く
り
型
予
算

」
と
し
て
編

成
し
ま
し

た
。

予
算
案の特

徴

昭
和
五
十
一
年
度
予
算
は
、
従
来
の

高
度
成
長
下
の
行
財
政
運
営
の
あ
り
方

を
根
本
的
に
見
清一
し
、
区
民
生
活
に
密

接
な
問
題
か
ら
対
応
す
る
た
め
「
老
人

お
よ
び
心
身
障
害
者
の
福
祉
の
充
実
」

「
学
校
教
育
の
充
実
」「
浸
水
対
策
」を

最
優
先
事
業
と
し
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費

生
酒
環
境
に
密
着
し
た
、
下
水
道
枝

線
工
事
、
公
共
溝
渠
維
持
修
繕
お
よ
び

義
務
教
育
施
設
整
備
を
除
く
新
規
着
工

は
原
則
と
し
て
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

人

件

費

区
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
し
た
事
業
に

つ
い
て
最
少
限
の
人
員
を
配
置
し

、
退

職
、
欠
員
に
つ
い
て
も
補
充
は
見
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

経
常
的
経
費

す
で
に
、
五
十
年
度
で
一
〇
%
の
節

減
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
新
年
度
で
も

六
%
の
方
針
節
減
を
も
り
こ
み
、
職
員

の
管
外
出
張
旅
費
、
事
務
用
品
、
会
磁

費
な
ど
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

福
祉
施
策

現
行
の
水
準
を
保
つ
た
め
、
国
や
都

の
基
準
の
改
訂
に
よ
る
増
分
以
外
の
新

規
施
策
は
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

お
も
な

一
般
会
計
予
算
案

こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
を
ふ
ま
え
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
総
額
四
百
九
十
九
億
三
千
四
百
(
十

六
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
伸
び
は
、五
十
年
度
が
前
年
比

二
五
・
六
%
増
で
あ
っ
た
の
に
く
ら
べ
、

新
年
度
は
二

・
六
%
増
と
、
か
な
り

厳
し
い
縮
小
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す

。

そ
れ
で
は
、
一
般
会
計
予
算
案
の
お

も
な
も
の
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

□
生
活
環
境
の
整
備
…
三
十
四
億
四
千
八

百
三
十
四
万
四
千
円

交
通
安
全
対
策
と
し
て
の
施
設
の
榕

備
、
浸
水
対
策
と
し
て
の
公
共
下
水
道

の
整
備

。公
共
溝
渠
の
改
良

、
こ
の
ほ

か
、
道
路
の
整
備
、保
健
事
業
の
充
実
、

公
園
の
新
設
な
ど
の
よ
り
よ
い
生
活
壅

擒
を
め
ざ
す
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す

。

□
青
少
年
の
健
全
育
成…
五
十
一
億
四

千
六
百
十
一
万
八
千
円

教
育
施
設
の
整
備
、
児
童
・
生
徒
の

就
学
援
助
、
社
会
教
育
の
充
実
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
な
ど
の
予
算
で
す
。

□
社
会
福
祉
の
充
実
…
百
二
十
四
億
一
　

千
七
百
九
十
四
万
七
千
円

心
身
障
害
者
(
児
)
・
老
人
・
児
童

福
祉
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
予
算

を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

福
祉
施
設
整
備
な
ど
の
予
算
を
組
ん
で

い
ま
す
。

□
公
書
防
止
と
緑
化
推
進
…
八
億
三
千

三
百
八
十
八
万
四
千
円

公
害
の
な
い
住
み
よ
い
足
立
区
の
た

め
の
経
費
、
緑
ゆ
た
か
な
町
を
め
ざ
す

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
大
震
火
災
対
策
…
八
千
四
百
八
十
九

万
二
千
円

防
災
用
貯
水
槽
の
増
設
、
区
民
防
災

組
織
の
育
成
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
て

あ
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
区
民
サ
ー
ビ
ス
等
…
二
十

四
億
九
千
四
百
四
十
五
万
二
千
円

消
費
者
対
策

、中
小
企
業
へ
の
融
資
、

区
民
農
園
の
運
営
な
ど
の
ほ
か
、
区
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
経
費
を
計

上
し
て
い
ま
す

。

な
お
、く
わ
し
く
は
、
「区
の
お
知

ら
せ
(
予
算
特
集
号
)
」で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

裏通りを

子どもの遊び場に
― 遊び場道路設置の申請を ―

こ
こ
数
年

、
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲

者
の
数
は
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
子
ど
も
の
事
故
だ
け
は
依
然
と

し
て
横
ば
い
状
態
で
す
。
こ
れ
は
都
内

に
お
け
る
子
ど
も
の
安
全
な
遊
び
場
不

足
も
一
つ
の
原
因
で
す
が
、さ
ら
に
は
、

自
励
車
の
激
増
に
よ
る
裏
通
り
へ
の
進

入
も
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

区
で
は

、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
目
を

向
け

、
子
ど
も
の
交
通
安
全
対
策
と
し

て

、
遊
び
場
道
路
の
設
置
を
今
年
の
四

月
か
ら
警
察
暑
と
協
力
し
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
要
領

で
申
萌
受
付
を
行
な
い
ま
す

。

み
な
さ
ん
の
地
域
で
ご
意
見
を
ま
と

め
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い

。

■
遊
び
場
道
路
と
は
…
…

子
ど
も
の
た
め
の
安
全
な
遊
び
場
確

保
と
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、道
路
に
公
安
委
員
会
の
交
通

規
制
を
行
な
い
車
両
の
進
入
を
遮
断

に
`
そ
れ
以
後
規
制
に
従
い
、み
な
さ

ん
が
自
主
管
理
を
行
な
い
子
ど
も
の
a

び
場
と
し
て
開
放
す
る
道
路
で
す
。

■
遊
び
場
道
路
設
置
の
必
要
条
件

▽
設
置
に
つ
い
て
は
、
佃
人
的
な
申
込

み
は
お
受
け
し
ま
せ
ん
。
必
ず
道
路
周

辺
の
住
民
吻
合
意
λ
連
瞿
形
惑

が
必

要
で
す
。

▽
道
路
法
に
よ
る
道
路
で
、
区
が
管
理

し
て
い
る
道
路
。

▽
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
、
そ
の
安

全
が
確
保
で
き
る
道
路
環
境

。

▽
周
囲
に
交
通
陣
害
を
起
こ
す
恐
れ
の

な
い
道
路

。

■
遊
び
場
道
路
の
規
制
と
種
類

遊
び
場
道
路
の
規
制
日
、
お
よ
び
規

制
時
間
は
次
の
二
通
り
で
す

。
ど
ち
ら

の
規
制
を
適
用
す
る
か
は
、
申
請
の
際

住
民
の
み
な
さ
ん
に
選
択
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
毎
曰
指
定
す
る
も
の

平
日
―
午
後
一
時
～
五
時

日
曜
・
祝
日
お
よ
び
休
日
―
午
前
九

時
～
午
後
五
時

○
日
曜
・
祝
日
お
よ
び
休
日
だ
け
を
指

定
す
る
も
の

午
前
九
時
～
午
後
五
時

■
申
請
手
続
・
管
理
運
営

▽
申
請
　
遊
び
場
道
路
の
指
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、道
路
周
辺
の
住

民
の
中
か
ら
代
表
者
を
一
名
選
出
し
て

い
た
だ
き
、代
表
者
は
住
民
の
合
意
書
(

連
署
形
式
)
を
添
え
申
請
し
ま
す
。

申
請
書
と
合
意
書
の
用
紙
は
、区
民
課
(

一
階
)
に
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
先
　
区
役
所
一
階
区
民
係

▽
設
置
の
決
定
　
区
民
課
で
受
理
し
た

申
請
は
、
区
土
木
部
、
お
よ
び
管
察
署

で
そ
の
道
路
に
つ
い
て
適
否
判
定
を
し

ま
す
。

設
置
決
定
の
あ
っ
た
道
路
は
、
警
察

署
で
交
通
規
制
を
行
な
い
、
区
で
車
止

め
標
示
板
を
出
入
口
に
設
置
し
ま
す
。

▽
管
理
運
営
　
遊
び
場
道
路
の
危
険
防

止

、
標
示
板
の
管
理
な
ど
は
、
そ
の
道

路
周
辺
の
み
な
さ
ん
に
自
主
的
に
運
営

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
く
ご
検

討
く
だ
さ
い

。

○
事
故
責
任

遊
び
場
道
路
で
遊
ん
で

い
て
起
き
た
事
故
や
ケ
ガ
に
つ
い
て

は
、
区
と
警
察
は
一
切
一

任
を
負
い

か
ね
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

■
受
付
開
始
月
日

四
月
一
日
か
ら
受
付
け
ま
す
の
で
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
よ
く
検
討
さ

れ
て
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

せ
っ
か
く
み
な
さ
ん
の
意
見
が
ま
と

ま
り
申
請
さ
れ
て
も
適

否
判

定
の
結

果
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
却
下
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す

。
区
で
は
、
遊
び
場

道
路
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
所
な

ど
の
例
を
あ
け
た
く
わ
し
い
チ
ラ
シ
や

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
で
お
申

込
み
い
た
だ
け
れ
ば
お
送
り
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は

、
区
役
所
区
民
係
へ
お

だ
す
ね
く
だ
さ
い
。

休日 診療 所 の

ご利 用を

―区内に4 か所―

一
月
十
五
日
か
ら
新
し
く
西
部
地

区
に
江
北
休
日
診
療
所
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

診
療
場
所
　
江
北
休
日
診

療
所
(
江
北
六
丁
目
一

六
―
二
上
〇
一
江
北

保
健
相
談
所
内
)

診
療
時
間
　
午
前
十
時
～

午
後
四
時

診
叢
内
容
　
内
科
・
小
児

科
の
急
病
愚
者
。な
お
、

受
診
の
際
は
必
ず
保
険

証
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。も
し

お
忘
れ
の
場
合
は
、
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

こ
の
江
北
休
日
診
療
所

の
ほ
か
、
次
の
三
か
所
に

も
休
日
診
療
所
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

綾
瀬
休
日
診
療
所
(
東
綾

瀬
一
丁
目
五
―
一
七
　

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
地
内
　
綾
瀬
駅
下
車

五
分
)

千
住
休
日
診
療
所
(
千
住

仲
町
五
一

　
八
七
〇
―
〇
四
六

一
　
医
師
会
館
内

北
千
住
駅
下

車
十
分
)

竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
塚
二
丁

目
二
五
―
二
一
　
八
五
〇
―
八
八

〇
一
　
教
育
セ
ン
タ
ー
内
　
竹

の
塚
駅
下
車
十
分
)

問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
衛
生
部

保
健
係
へ
ど
う
ぞ
。

綾瀬休日診療所

許
可
が
必
要
で
す

～
看
板
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
掲
出
～

最
近
、
許
可
を
受
け
て
い
な
い
屋
外

広
告
物
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
屋
外
ヘ
ポ
ス

タ
ー
、
は
り

紙
、
立
看
板

、
広
告
板

、
広
告
塔
、
ア

ド
バ
ル
ー
ン

、
ア
ー
チ
な
ど
の
広
告
物

を
掲
出
す
る
場
合
に
は

、
区
長
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

店
舗
等
の
看
板
で
あ
る
自
家
用
広
告

物
で
も
、
一
定
規
痍
以
上
の
も
の
は

、

許
可
や
必
要
と
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

区
で
は
現
在
、屋
外
広
告
物
の
実
態

調
査
(
写
真
)
を
実
施
し
、広
告
主
に

対
し
て
適
正
に
掲
出
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
が
、
無
杵
可
で
掲
出
し
て
い

る
方
は
、
至
急
許
可
を
受
け
て
く
な
き

な
お
、来
る
三
月
十
八
日
に
は
、違

法
な
屋
外
広
告
物
(
ポ
ス
タ
ー
、立
看

板
等
)
を
一
斉
に
撤
去
す
る
予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
環
境
課
保
全

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3 月のセンター・ 児童館・老 人館だよ り
□

東

部

区

民
福

祉

セ

ン

タ
ー

　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
コ
ー
ラ
ス
ー
七
日
(
日
)
午
前
十
時
■
親
子
版
画
教
室
―
十
三

日
(
土
)
午
後
二
時
■
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会
―
二
十
七
日
(

土
)
午
前
十
一
時
三
十
分
…
会
費
三
千
円

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
九
―
四
六
六
一

■
老
人
の
ど
自
慢
演
芸
会
―
二
十
(
日
(
日
)
午
後
一
時
…
申
込
み

は
五
日
(
金
)
か
ら
■
老
人
民
謡
、詩
吟
、書
道
、茶
道
、ペ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
教
室
会
員
募
集
―
申
込
み
は
十
七
日
(
水
)
か
ら

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
九
七
―
五
〇
一
六

■
老
人
生
花
教
室
・
茶
道
教
室
会
員
募
集
―
定
員
―
―十
名
、
申
込
み

は
六
日
(
土
)
か
ら
■
子
ど
も
映
画
金
―
六
日
(
土
)
午
後
二
時

■
老
人
将
棋
大
会
―
七
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
二
―
二
七
六
五

■
生
花
展
示
会
―
五
日
(
金
)
～
七
日
(
日
)
、十
二
日
(
金
)
～

十
四
日
(
日
)
■
浪
曲
講
演
会
―
十
三
日
(
土
)
午
後
一
時
■

老
人
健
康
相
談
―
十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　
八
九
七
⊥
(
九
四
八

■
子
ど
も
人
形
劇
―
七
日
(
日
)
午
後
二
時

□

新

田

児

童

館

・
老

人

館

　
九
二
〒

三
四
二
一

■
老
人
華
道
、民
謡
、三
味
線
教
室
会
員
募
集
―
申
込
み
は
十
日
(

水
)
か
ら
■
親
子
読
書
会
―
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
八
八
二
―
二
一
一
八

■
ひ
な
祭
の
つ
ど
い
―
六
日
(
土
)
午
後
二
時
■
子
ど
も
映
画
会

―
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
■
老
人
将
侠
大
金
―
十
七
日
(
水
)

午
前
十
時

□

本

木

東

児

童

館

　
八
四
九
―
三
〇
〇
五

■
映
画
会
―
六
日
(
土
)
・
十
七
日
(
水
)
午
後
二
時
■
父
母
映

画
会
―
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
―
八
八
〇
一

■
映
画
の
タ
ベ
―
十
三
日
(
土
)
午
後
六
時

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
―
二
六
一
七

■
老
人
生
花
教
室
発
表
会
―
五
日
(
金
)
か
ら
七
日
(
日
)
ま
で

■
手
芸
教
室
―
十
八
日
(
木
)
午
後
二
時
…
教
材
費
五
百
五
十
円

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
般
の
事
務
室
へ
　

所得税

住民税
贈与税

の申告はお早めに

―申
告期限は3月15日まで―

申ぎは。もうお済みになりましたか。毎年申
告の期限まぎわになりますと、たいへん混み合
います。手続きはお早めにお願いします。
なお、区役所第二庁舎には、駐車場がありま
せんので、ご注意ください。

◎ おねがい
区から申告書を送られた方で、申告をしなく
てもよい方も50　年1 月から12月までの所得状況
( 所得のなかった方は生活費の入手先等) を同
封の申告用紙を利用してご連絡ください。
なお、このご連絡は国民年金、児童手当等の

福祉関係事務の資料、および国民健康保険料の
責料にもなりますので、ご協力をお願いします。

■ 区役所(教育委員会を含む) 882- 111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 50

11



昭 和51 年3 月5 日 区 の お 知 ら せ 第380 号 ( 2)

防
火
・
防
犯
に

心
が
け
よ
う

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
思
わ
ぬ
被
害

に
。
こ
れ
は
鬣
し
も
が
経
験
の
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
火
の
不
始
末
や
カ
ギ
の

か
け
忘
れ
な
ど
に
よ
る
被
客
は
、
ち
ょ

っ
と
と
い
う
訳
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
あ
る
灰
皿
や

ス
ト
ー
ブ
は
大
丈
夫
で
す
か
。ま
た
、裏

口
な
ど
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
を
開
け

っ
ぱ
な
し
に
し
て
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
出
か
け
や
お
休
み
の
前
に
は
、
特

に
注
意
を
し
て
、
身
の
回
り
の
安
全
を

確
か
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
防
火
運
動

二
月
二
十
九
日
か
ら
、
春
の
防
火
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。春
は
冬
に
次

い
で
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す

の
で

、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
を
す
る

よ
う
み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
ょ
う

。

消
防
庁
で
は

、
「
火
災
か
ら
い
の
ち

を
守
る
1
0の
ポ
イ
ン
ト

」
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

特
に

、
消
火
器
具
は
い
つ
で
も
使
え

る
よ
う
に
し
て
お
き
、
寝
た
ば
こ
は
絶

対
に
し
な
い
よ
う
心
が
け
て

く

だ
さ

い
。防

火
に
関
す
る
相
談
は
、
次
の
消
防

暑
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
千
住
　
八
八
二
―
○
一
一
九

◎
足
立
　
八
八
六
―
四
一
八
七

◎
西
新
井
　
八
五
三
―
○
一
一
九

春
の
防
犯
運
動

三
月
一
日
か
ら
、
春
の
防
犯
運
動
冷

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
不
況
を
反

映
し
て
か
空
巣
ね
ら
い
が
め
だ
っ
て
い

ま
す
。

お
出
か
け

、
お
休
み
の
前
に
は
、
必

ず
戸
締
り
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

防
犯
に
つ
い
て
の
相
談
・
問
い
合
わ

せ
は
、
も
よ
り
の
警
察
署
へ

。

◎
千
住
　
八
八
一
―
一
二
四
一

◎
西
新
井
　
八
八
六
―
一
一
四
一

◎
綾

瀬

　
六
〇
五
―
二
一
一
六

申 請はお 済 みで すか
私立幼稚園・幼稚園類似
施設父兄に対する補助金

す
で
に
、
「区

の
お
知
ら
せ
」(
二

月
二
十
日
号
)
で

ご
案
内
し
ま
し
た

が
、
私
立
幼
稚
園

お
よ
び
幼
稚
園
類

似
施
設
園
児
の
保

護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
区

で
は
補
助
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

区
外
の
私
立
幼

稚
園
ま
た
は
幼
稚

園
類
似
施
設
に
在

籍
す
る
園
児
の
保

護
者
で
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園

類
似
施
設
の
園
児
の
保
護
者
の
方
は
、

園
で
申
請
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
幼
稚
園
類
似
施
設
と
は
、
禰

助
金
基
準
に
該
当
し
た
園
で
、
保
育
所

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

<
補
助
金
の
額
>

昭
和
五
十
年
十
月
分
か
ら
補
助
金
の

額
が
次
の
よ
う
に
増
額
に
な
り

ま
し

た
。

①
五
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額

二
千
五
百
円
(
改
定
前
二
千
円
)

②
四
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額

千
五
百
円
(
改
定
前
千
円
)

(
年
齢
は
、昭
和
五
十
年
四
月
一
日
現

在
の
満
年
齢
に
よ
る
)

<
受
付
場
所
お
よ
び
受
付
期
限
>

○
区
役
所
四
階
総
務
課
総
務
係

○
三
月
十
五
日
(
月
)
ま
で

な
お
、
昭
和
五
十
年
度
の
補
助
金
を

期
限
ま
で
に
申
請
し
な
い
と
、
補
助
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

。
必
ず
期

限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
総
務
係
へ
ど

う
ぞ
。

み
んな
の

豆

知

識

合
成
着
色
料

に
つ
い
て

(
問
)
　
最
近
、
「赤
色
2
号
」と

い
う
言
葉
が
新
聞
紙
上
に
よ
く
見
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
の
こ
と
を
い

う
の
で
す
か

。

(
答
)
　
「赤
色
2
号
に
は
現
在
、

食
品
衛
生
法
で
許
可
さ
れ
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
「合
成
着
色
料
」の
う
ち

の
一
つ
で
、食
品
を
人
工
的
に
着
色

す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。(

問
)
　

そ
の
「
合
成
着
色
料
」
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
食
品
に
使

わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

(
答
)
　
カ
ス
テ
ラ
、し
ょ
う
油
、

の
り

、
み
そ

、
お
茶
な
ど
1
7種
桀
の

食
品
に
は
便
用
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
・
　
^
の
他
の
食
品
に
は
す
べ
て

認
め
ら
れ
て
お
り
。
漬
物
や

お
菓

子
、
清
涼
飲
料
水
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

の
食
品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
問
)
　
使
用
量
の
制
限
は
あ
り
ま

す
か
。

(
答
)
　
あ
り
ま
せ
ん
。い
く
ら
使

用
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

(
問
)
　
人
体
へ
の
影
響
は
な
い
の

で
す
か
。

(
答
)
　
合
成
着
色
料
な
ど
の
安
全

性
に
つ
い
て
は
、
国
立
衛
生
試
験
所

の
よ
う
な
国
の
研
究
機
関
が
、
ネ
ズ

ミ
な
ど
を
使
っ
て
何
世
代
に
も
わ
た

る
毒
性
実
験
の
結
果
、
判
定
を
く
だ

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
「
赤
色
2
号

」
の
よ
う
に

ず
っ
と
後
に
な
っ
て

、
外
国
の
研
究

結
果
か
ら
再
び
安
全
性
に
疑
問
が
出

て
く
る
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

(
問
)
　
食
品
に
着
色
料
を
便
用
し

て
い
る
が
ど
う
か
。私
た
ち
が
見
て

も
わ
か
り
ま
す
か
。ま
た
、表
示
の

義
務
は
な
い
の
で
す
か
。

(
答
)
　
一
般
的
に
い
っ
て
、見
た

目
に
き
れ
い
な
食
品
ほ
ど
着
色
料
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。包

装
さ
れ
て
い
る
食
品
に
添
加
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は

、
包
装
の
ど
こ

か
に
「
合
成
着
色
料

」
の
表
示
を
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で

、
表
示
に
よ
っ
て
見
分
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
バ
ラ
売
り
の

漬
物
な
ど
の
食
品
に
は
表
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

(
問
)
　
実
際
に
添
加
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
知
り
た
い
場
合
は
と
つ
す

れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

(
答
)
　
検
査
し
て
欲
し
い
食
品
を

消
賢
者
セ
ン
タ
ー
に
持
参
す
れ
ば
、

無
料
で
テ
ス
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

赤
色
2
号
な
ど
の
合
成
着
色
料
に

つ
い
て
、
も
っ
と
く
わ
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
、
あ
る
い
は
、
す
で

に
お
賈
い
あ
け
に
な
っ
た
商
品
に
疑

問
が
あ
る
方
は
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
千
住
仲
町
三

区
商
振
連
会
館
二
、三
階
　
八

七
〇
―
一
三
〇
一
)

ふ
る
っ
て
ご
応
募
を

―
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
ほ
か
―

都
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
募
集

募
集
人
員
　
千
名

応
募
資
格
　
都
内
に
居
住
す
る
二
十
歳

以
上
の
方

謝
礼
　
年
額
七
千
円
(
予
定
)

仕
事
の
内
容
　
年
八
回
程
度
実
施
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
消
費
者
行
政

に
つ
い
て
の
意
見
、
要
望
、
苦
情
な

ど
の
報
告
等

申
込
期
限
　
三
月
十
九
日
(
金
)
(
郵

送
の
場
合
は
三
月
十
九
日
の
消
印
ま
で

)

申
込
方
法
　
申
込
み
用
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は

直
接
都
物
価
局
総
務
部
普
及
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
は
が
き
は
、
同
課
に
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
都
物
価
局
総

務
部
普
及
課
(
〒
一
〇
四
　
中
央
区
八

重
洲
六
―
五
ム
ラ
キ
ビ
ル
五
階

　
二
七
二
―
〇
四
二
四
)

職
業
訓
練
生
募
集

都
立
足
立
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
次

の
と
お
り
職
業
馴
練
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
科
目
　
(
昼
間
部
)
機
械
技
術
科
、

自
動
車
聾
備
技
術
科
、塗
装
技
術
科
、

電
気
工
事
科
、テ
レ
ビ
技
術
科
、ト

レ
ー
ス
科
　
(
夜
間
部
)
機
械
科
、

木
工
科
、
テ
レ
ビ
科
、
ト
レ
ー
ス
科

応
募
資
格
　
義
務
教
育
修
了
者

募
集
期
限
　
三
月
十
九
日
(
金
)

募
集
人
員
　
各
科
目
と
も
十
名
程
度

選
考
日
　
三
月
二
十
九
日
(
月
)

申
込
・
問
い
合
せ
先
　
都
立
足
立
高
等

職
業
訓
練
校
(
綾
瀬
五
―
六
―
一

六
〇
五
―
六
一
四
六
)
か
ま
た
は

足
立
公
共
職
業
安
定
所
(
千
住
河
原

町
五
　
八
八
二
―
匸
一
(
七
)
へ

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

職
種
　
薬
剤
散
布
作
業

期
間
　
三
月
十
五
日
(
月
)
～
九
月
三

十
日
(
木
)

資
格
　
十
八
歳
以
上
の
男
子

賃
金
　
日
給
三
千
三
百
円
(
四
月
か
ら

一
こ
千
六
百
円
)

勤
務
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後

五
時
(
日
曜
・
祝
日
は
休
み
、土
曜

日
は
午
前
中
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
衛
生

係身

体

の

不

自

由

な

方

へ

入

所

生

募

集

都
用
賀
技
能
開
発
学
院
で
は
、入
所

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。こ
の
学
院
は

世
田
谷
区
内
に
あ
り
身
体
の
不
自
由
な

方
か
最
新
の
印
刷
技
術
を
習
得
し
て
、働

く
喜
び
と
収
入
を
得
て
、印
刷
技
術

者
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
訓
練
施
設
で
す
。

入
所
資
格
　
年
齢
十
五
歳
以
上
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

訓
練
期
間
　
三
年
間
(
全
寮
制
)

科
目
　
オ
フ
セ
ッ
卜
印
刷
科
、
活
版
印

刷
科
、
製
本
科

申
込
期
限
　
三
月
二
十
五
日
(
木
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

次
の
各
福
祉

事
務
所
へ

足

立

　
八
八
八
―
三
一
四
一

中
部
　
八
八
九
―
一
四
八
一

同
分
室
　
八
八
三
―
六
八
〇
〇

東

部

　
六
〇
五
―
七
一
〇
五

西
部
　
八
九
七
―
五
〇
一
一

競
争
入
札

―
参
加
額
い
を
受
付
中
―

昭
和
五
十
一
年
度
の
本
区
の
殤
股
工

事
、
物
品
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
の
申
請
受
付
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
物
品
等
の
昭
和
五
十
年
度

の
参
加
有
賢
格
者
は
、
昭
和
五
十
一
年

度
も
継
続
す
る
も
の
と
し
、
今
回
の
受

付
は
、
新
規
業
者
の
方
の
み
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

受
付
締
切
　
三
月
二
十
四
日
(
水
)

受
付
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後

四
時
(
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
昼

食
休
け
い
時
間
。
土
曜
日
は
午
前
十

一
時
三
十
分
ま
で
)

申
請
用
紙
　
東
京
都
財
務
局
所
定
様
式
(

東
京
都
弘
済
会
で
販
売
)

※
な
お
、区
内
業
者
の
方
に
は
、三
月

六
日
(
土
)
午
後
一
時
～
二
時
ま
で
、

相
談
と
受
付
け
を
行
な
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
経
理
課

安
全
な
点
検
整
備
で

自
転
車
利
用
を
し
ま
し
ょ
う

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
部
落
①

徳
川
幕
府
は
支
配
の
体
制
を
士
農

工
商
「
エ
タ
・
非
人
」
の
身
分
制
度

で
確
立
し
ま
し
た
。

「
エ
タ
・
非
人
」
の
頭
と
な
っ
た

の
が
弾
左
衛
門
で
す

。
浅
草
に
一
万

五
千
坪
近
く
の
居
を
か
ま
え
、
関
八

州
の
「
賎
民

」
に
君
臨
し
た
彼
の
社

会
的
な
地
位
は
、
三
千
石
取
り
の
武

士

、
権
力
は
一
万
石
の
大
名
に
も
相

当
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す

。

屋
敷
内
で
は
皮
革
加
工
が
行
な
わ

れ
、
文
化
十
三
年
に
は
三
百
五
十
軒

も
の
下
家
敷
で
多
く
の
部
落
民
が
作

業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

今
も
浅
草
や
そ
の
近
く
に
皮
革
関

係
の
産
業
が
多
い
の
は
、
こ
う
し
た

歴
史
の
背
景
が
あ
る
の
で
す
。

部
落
に
対
し
て
は
、
絶
対
の
権
力

を
持
っ
て
い
た
弾
左
衛
門
に
も
き
び

し
い
差
別
は
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
彼
が
料
理
屋
で
食
事
を
す

る
と
、
店
の
主
人
は
必
ず
畳
を
新
ら

し
く
と
り
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
費
用
を
食
事
代
に
添
え
て
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、
こ
う
し
た
部
落
に
関
す
る

調
査
を
昭
和
四
十
四
年
に
国
が
実
施

し
た
と
き
、
東
京
に
は
部
落
は
な
い

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◎
同
和
行
政
に
つ
い
て
は

区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

◎
差
別
に
か
か
わ
る
生
活
な
ど
の
問

題
に
つ
い
て
は

(
　
八
五
〇
―
七
七
六
九
)

より充実した老後を

付 加 年 金 で

国
民
年
金
で

は
、よ
り
高
い

年
金
で
充
実
し

た
老
後
を
お
望

み
の
方
に
付
加

年
金
の
し
く
み

を
設
け
て
い
ま

す
。こ

の
付
加
年

金
は
、
通
常
分

の
か
け
金
一
か

月
千
百
円
に
四

百
円
の
付
加
保

険
料
を
上
積
み

し
て
納
め
る
と
六
十
五
歳
か
ら
受
給

で
き
る
老
齢
年
金
が
割
増
し
に
な
る

も
の
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て

、
か

け
金
の
免
除
を
受
け
て
い
な
い
方
な

ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
過
去
に
さ
か
の
ぱ
っ
て
か
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
に
加
入
す
る
手
続
き
は

区
役
所
国
民
年
金
課
適
用
係
(
二
階
)

か
ま
た
は
「

お
近
く
の
出
張
所
へ
年

金
手
帳
と
印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
れ

ば
簡
単
に
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
国
民
年
金

課
適
用
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。国

民
年
金

保
険
料
の
納
付

昭
和
五
十
年
四
月
分
か
ら
、
昭
和

五
十
一
年
三
月
分
ま
で
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
場
合
は
、
お
て
も

と
の
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い

。

五
月
一
日
以
降
納
め
る
方
は

、
郵
便

局
に
備
え
付
け
の
国
庫
金
納

付
書

で
、
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
国
民
年

金
課
検
認
係
へ
ど
う
ぞ
。

掲
示
板

■
愛
の
献
血

<
三
月
の
献
血
日
程
>

九
日
(
火
)
新
田
小

十
九
日
(
金
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
三
日
(
火
)
第
二
庁
舎

三
十
日
(
火
)
北
千
住
駅
西
口

三
十
一
日
(
水
)
本
木
小

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協

力
く
だ
さ
い

。

■
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

昭
和
五
十
一
年
二
月
五
日
発
行
の

「選
挙
四
季
」(
町
会
・
自
治
会
回

覧
用
)
の
中
で
、
「
候
補
者
」
の
寄

付
の
禁
止
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
言
う
候
補
者
と
は
、
任
期
中
の

現
職
お
よ
び
今
後
候
補
者
に
な
る
予

定
の
方
も
含
ま
れ
ま
す

。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
方
は
、
今

回
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
い

か
な
る
名
義
で
あ
っ
て
も
、
一
切
の

寄
付
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
「
明
る
い

選
挙

」を
心
が
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ

。

■
経
済
講
演
会

日
時
　
三
月
二
十
四
日
(
水
)
午
後

二
時
三
十
分
～
四
時

会
場
　
区
産
業
振
興
館
二
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　

日
本
経
済
は
ど
う
な
る
か

講
師
　
評
論
家
　
草
柳
大
蔵
氏

聴
講
料
　
無
料

主
催
　
足
立
区
、
東
京
商
工
会
議
所

足
立
支
部

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
経
済
課

■
都
第
六
建
設

事
務
所
が
移
転

移
転
日
　
三
月
十
二
日
(
金
)

新
所
在
地
　
千
住
東
二
丁
目
一
〇
―

一
〇
―
一
〇
一
(
　
八
八
二
上

一
五
一
)

■
区
民
教
養
講
座

日
時
　
三
月
二
十
七
日
(
土
)
午
後

一
　
二
時

会
場
　
区
教
育
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

(
竹
の
塚
駅
東
口
下
車
五
分
)

講
演
内
容
　
日
光
街
道
繁
盛
紀

講
師
　
越
谷
市
史
編
さ
ん
室
　
本
間
清

利
氏

※
蓼
加
費
は
無
料
で
す
。
入
場
自
由

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
文
化

係■
1
6ミ
リ
映
写
機

再
講
習
会

次
の
よ
う
に
1
6ミ
リ
映
写
機
の
再

講
習
会
を
開
維
し
ま
す
の
で
、
資
格

取
得
者
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
三
月
十
日
(
水
)
午
後
三
時

～
七
時

会
場
　
区
青
年
館
二
階

内
容
　
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
等

申
込
方
法

賢
格
取
得
者
は
修
了
H

を
持
参
の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
文
化

係
■
区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
タ
ベ

日
時
　
三
月
十
一
日
(
木
)
午
後
六

時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
千
寿
第
―
示
爭
校
体
育
館

参
加
費
無
料
(
入
楊
自
由
)

連
絡
先
　
足
立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
　
(
(
一
―
九
〇
六
五

■
区
民
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

期
日
　
四
月
四
日
(
日
)
～
四
月
二

十
五
日
(
日
)

会
場
　
区
体
育
館
お
よ
び
区
内
中
学

校
資
格
　
区
内
在
住
、在
動
、在
学
の
方

穗
別
　
一
般
男
女

参
加
費
　
三
千
円

申
込
締
切
　
三
月
十
三
日
(
土
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
区
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
(
西
保
木

闡
一
―
一
五
―
一
一
畔
上
方
　

八
八
三
―
八
二
二
九
)

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

初
心
者
審
判
講
習
会

日
時
　
三
月
二
十
(
日
(
日
)
午
前

九
時

会
場
　
区
内
中
学
校

対
象
　
高
校
生
以
上
の
方

参
加
費
　
無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
区
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
(
西
保
木

間
一
―
一
五
―
一
一
畔
上
方
　

八
八
三
―
八
二
二
九
)

■
職
業
の
適
性
検
査

と
相
談

対
象
　
十
五
歳
以
上
の
方

検
査
・
相
談
日
　
休
日
を
除
く
毎
日
(

土
曜
日
は
午
前
中
の
み
)

受
付
時
間
　
午
前
(
時
四
十
五
分
～

午
前
九
時
、
午
後
〇
時
四
十
五
分

～
午
後
一
時

検
査
・
相
談
科
　
無
料
(
た
だ
し
、

検
査
用
紙
代
百
五
十
円
)

く
わ
し
く
は
、都
職
業
適
性
相
談

所
(
文
京
区
後
楽
園
一
―
九
―
二
〇
　
八

一
一
―
二
二
二
二
)
へ
。

■
内
職
を
委
託
す
る

事
業
所
へ
お
願
い

区
内
で
内
職
を
希
望
す
る
主
婦
か

増
加
し
て
い
ま
す
。現
在
内
職
を
出

し
て
い
る
事
業
所
、こ
れ
か
ら
内
職

者
を
求
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
事
業

所
は
人
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、

お
気
軽
に
内
職
補
導
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。(
無
料
)

簡
単
な
仕
事
を
歓
迎
し
ま
す
。

申
込
み
は
、足
立
内
暇
公
共
職
業

補
導
所
(
千
住
曙
町
三
九
―
七
　

八
八
八
―
七
三
四
六
)
へ
。

たばこは区内で買いましょう

昨年 度は

11億4千万円

たばこ消費税が

区にはいり

ました

本年度は1本に付80銭が区にはいります

■
簡
易
裁
判
所
か
ら

の
ご
案
内

「家
を
建
て
た
ら
雨
漏
り
が
す

る
」
、
「隣
り
の
工
場
の
騒
音
が
ひ

ど
い
」こ
の
よ
う
な
民
事
上
の
も
め

事
で
お
困
り
の
方
は
、
簡
易
裁
判
所

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

簡
易
裁
判
所
に
は
、話
合
い
で
争

い
を
解
決
す
る
調
停
制
度
と
。
手
続

き
が
極
め
て
簡
単
な
訴
訟
制
度
と
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
停
も
訴
E

も
、
難
し
い
手
続
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
利

用
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、足
立
簡
易
裁
判
所

(
　
八
八
一
―
一
一
六
八
)
へ
。
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